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　1　はじめに
　近年、医療技術の進歩に伴い、看護婦に対する期待
も高まり、看護度が問われる時代である。婦人科病棟
の対象患者は、入院により、社会人あるいは主婦とし
ての役割が果たせないことや、女性のシンボルである
子宮、卵巣を喪失することから生じる、精神的、社会
的問題を数多くかかえており、周囲への影響も大きい。
　私達婦人科病棟では日頃から、よりよい看護が提供
できるよう努力しているが、診療の補助等によって、
看護業務が繁忙になっている。そこで私達は、そのよ
うな状況における私達の看護を、実際どう評価してい
るのかを知りたいと考えた。1）西川越によれば、「ナ
ースの応対によって、患者の病気を50％は治すこと
ができる。」と言っている。又、2）東北大医学部病院
管理学教室の調査では、患者の不満に関する投書の内、
「職員への態度の不満が一一一ts多く、内四分の一が看護
婦に対するものであった。」
　そこで私達は看護を通じて、看護婦の対応を患者は
どのように評価しているか、又、看護婦自身どう感じ
ているか、アンケート調査を行った。その結果から、
今迄の看護を振り返る機会を得、かっ看護実践に役立
つ評価が得られたので、ここに報告するQ
　　結果及び考察
回収率、入院患者45名（85％）、退院患者
67名（67％）、　その内、10代～20代、12名、
30代～40代、64名、50代～60代、29名、
70代～80代目9名。
＜表1＞
既婚者82名（732％） 未婚者30名（26．　8　％）
職業有　61名（545％） 無　49名（431％）
当病院での入院期間　1ケ月未満
　　　　69名（616％）
1ケ月以上43名
　（3　8．　4　％）
子供がいる　73名　（652％） 　　　　76名いない　　　（6Z　9％）
　入院経験者
36名（321％） 無　76名　（679％）未経験者
入院目的が手術　94名　（839％） 治療22名（19．　6％）
　皿　方　法
1．調査期間：平成2年6月～12月10日
2．調査方法：無記名によるアンケート法
3．調査期間及び対象
　1）当病棟看護婦　16名
　　　　　　平成2年　8月13日～　8月23日
　2）入院患者　　　53名
　　　　　　平成2年　9月14日～　9月25日
　3）退院患者　　100名
　　　　　　平成2年10月　2日～10月14日
　4）当病棟看護婦　16名
　　　　　　平成2年12月　2日～12月10日
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⑭患者同志の精報交換を
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⑮　看護婦の仕事は何だと
　　　思いますか
　　　　　　　　　　（複数回答）
相紺 Q輿
　　　　　　％　　医師の
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の　看護婦の処置や態度に満足 ⑧入院中悩みがありました
　　か
いいえ
46．　4　％
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⑨はいと答えた方、それを
　　誰かに相談しましたか
　無回答
　　7％
いいえ
25　％
は　い
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⑩はいと答えた方
　　　それは誰ですか
　友人　　　　　　6皇
　　　　家族　　　肴護婦
　　　2Ll％　V　26．3％
　　　　他飴院医師
　　　　　21．1％1　2s％
＜表2＞
患者の理想とする石護婦像
。患者の立場に立ってよく話を聞いてほ
　しい。
o相談相手になっていただきたしb
。患者に安らぎを与えること。
。優しく気配りができる人。
o明るく優しく患者に接してほしい。
o更に十分な知識と技術、豊かな人間性。
。tt人の精神的、肉体的状況を十分に考
慮して医師と連絡を密に対応して。
病棟スタッフの理想とする看護婦像
。相手の立場に立って考えられる看護婦
。できるだけベッドサイドに行き、小さ
な訴えでも耳を傾ける。
。すべての患者に愛を持って接すること。
o細かい言葉がけができる人。
。優しくあるべき。但し、場合によって
は厳しい面も必要
　（良し悪しをはっきりさせる。不安を
　与えない嵐断言できる。）
。やさしいだけではなく、知識技術を深
め又それを活用し、指導できる看護婦。
。するどい判断力を持つ（着護判断がで
　　きること。）
　　　　　（［｝）
o年上の人に適切なアドバイスが
　欲しかった
。鷲蟹蔚術した人しか　その他
．霧拶一トだからし・う　41・8・％
o解決不可能
　　　　　　　　　笑われると思った
　　　　　　　　　　　　9．1％
肴護婦に相談しなかったのは何如ですか
忙しそう
　27．3％
聞いても
しょう力調い
2L8
　％
　今回のアンケート調査では、日常看護を通した看護
婦の接遇は個人差を指適しながらも、全般的に良いと
いう結果が得られた。しかし、日常看護を一歩離れる
と83％の患者が看護婦に話しかけやすいと答えては
いるものの、不安や悩みについて看護婦に相談してい
る患者は26．3％であった。　看護婦に相談しなかった
第一の理由として、忙しそう27．3％、第二の理由と
して、笑われると思った9．1％、その他、年上の人の
適切なアドバイスが欲しかったという結果が得られた。
　この結果から、第一の理由、忙しそうについては、
患者にアンケートを取る以前に看護婦に取ったアンケ
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一トで普段の看護はどうか尋ねたところ、業務の量、
忙しさで充分な接し方ができない、余裕がなくてせか
せかしている時がある、という答えが多かった。この
ように普段忙しいと感じながら看護していることが、
自然と患者に伝わっていると考えられる。アンケート
の結果、再度看護婦にアンケートを取ったところ、話
しやすい環境作りが不充分で、効果的なコミュニケー
ーション技法の欠落を実感していた。私達はいかなる
状況に於いても常にプロ意識を持ち、余裕を持った接
し方をしなければならないという課題ができた。
　次に、相談しなかった第二の理由として、笑われる
と思ったについては、①患者が看護婦よりも年上で若
い看護婦には相談しにくい、又、②小さい事にくよく
よする、一つの事を思い込んで内向して悩むという女性
特有の心理、③同性同志であるが為にかえって下図心
を持ち一人秘かに悩んでいるということ、④性に関す
る事は日常生活習慣の中ではあまり口に出さない等が、
原因として考えられる。3）山村氏によると、「患者の
訴えをよく聴き、同じ女性としてその悩みに対する共
感の意志表示をする事も良い。言葉遣いにも注意を払
い、遠慮させたり、発言を遮ぎるようなことをしては
ならないQ特に更年期障書による不定愁訴の多い患者
では、看護婦にその苦痛の様子を語ることによって、
症状が軽減していく場合もある。」この事は、他の疾
患の患者への看護に際しても基本的で共通なことであ
るが、特に私達は以上の事を考慮した上で、看護して
いかなければならない。
　図⑨⑩、誰かに相談しましたかについて、家族と答
えているもの21．1％であった。その理由として、患
者にとって家族は心の支えであり、私達はそのような
患者心理を理解し、積極的に患者、家族との心の交流
を深めることが大切であると考えた。
　図⑫⑬⑭、患者同志で情報交換を行っている77％、
必要参考70．6％であり、予想以上の高い比率であっ
た。又、患者の相談相手として、患者と答えた人は
21．1％であるQこのことから、女性特有のd・理の他
に、体験した人の情報を聞き、自分の闘病生活に役立て
たいという思いや、同じ手術をした人にしか胸の痛み
はわからない、という患者の言葉に代表されるような
患者同志の共感も考えられる。一一方、看護婦は患者同
志の情報交換についてどう思うか尋ねたところ、殆ん
どの看護婦がやむを得ないと答えているQこれらの事
から、看護婦と患者に意識の差があることがわかった。
患者同志の情報交換は、看護婦側から止められるもの
ではないが、患者同志相談し合い共感し、闘病意欲に
つながれば良いが、誤った情報によりかえって患者の
不安を高めるような事があってはならないと考える。
その為、常に看護婦は患者に個別的な看護を提供する
為に、患者と良い人間関係を保ち、患者の心理を理解
し、その時その人に必要な情報を提供して行かなけれ
ばならない。
　図⑮看護婦の仕事は何かに対して、医師の助手と答
えた人77．8％、身の回りの世話37．5％、相談相手
29．5％であった。これは、治療方針の基に看護を提
供する必要があるので、大部分が診療の補助に占めら
れている状況にある。その為医師の助手として捉えら
れているのではないだろうか。これは、看護婦独自の
働きかけの不足と考えられる。これらを解消していく
為に、現在導入している受け持ち制を更に充実させて
いきたい。
　表2患者の理想とする看護婦像に対して、今迄通りに
接して欲しいが80％を占めていた。そして、いつも
明るく、優しく、温く、親切に、き屍細やがこ、安心させて
欲しい、身近な人になって欲しい、患者の立場に立っ
て、声かけして欲しい、相談相手になって欲しい、知
識技術を磨いて欲しい等が聞かれた。一・方、看護婦が
理想とする看護解像は、専門職として最高の知識技術
を身に付け、平等で時には優しく時には厳しく愛のこ
もった看護が提供できる人であった。看護婦一人一人
が理想に向かって臨床の中で自己を磨きお互い成長し、
よりよい看護が提供できるよう努力していきたい。
　IV　終わりに
　無記名にてアンケート調査を行った為か、患者、看
護婦共、真剣に回答している者が多かった。両者の意
識の差を検討し、私達の看護を振り返る良い機会を得
る事ができた。
　当病棟では、対象が全て女性であり、同性として判
りあえる部分も多いように思えるが、実際には判りあ
えない紛が多く、燗理解の難しさを感じ、対応の
大切さを考えさせられたQ
　アンケートに協力して下さった患者さんに感謝する
と共に、これらの看護の評価を真剣に受け止め、常に
問題意識を持ち、より良い看護が提供できるよう、日
々努力して行きたい。
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